
 
 
 
   
 
 
        

 

 

日時：２０１８年２月１０日(土) １４：００～１６：３０（予定） 

会場：放送大学神奈川学習センター 第７講義室 

上映後場所を移して「弘明寺サロン」を開催します 

解説 

船場の暖簾問屋で育った四姉妹がそれぞれに人生の岐路を迎えた約1年の日々を描

く。谷崎潤一郎の同名小説を市川崑監督が映画化。独特の船場言葉で互いを呼び合う

四姉妹を豪華女優陣が演じた。1983 年公開。 

 

入場無料 事前申し込み不要 

どなたでも参加できます、直接会場にお越し下さい 
 

主催：放送大学神奈川同窓会 

担当：放送大学神奈川同窓会 映画研究同好会 寺村紀美夫、 栁澤明男、 大野貴司 、古本教子 

 



映画のストーリー 

蒔岡家は大阪の中流上層階級の家である。姉妹たちの父親の全盛期は大阪でも指折

りの裕福な家だったが、代が変わるころには財産は減ってしまい、船場の店も人手に

渡っている。本家は大阪の代々の家に住んでおり、長女の鶴子、その夫で婿養子とな

って蒔岡の名を継いだ辰雄、その 6人の子供の一家である。 

分家は阪神間の閑静な郊外、芦屋にあり、次女の幸子、同じく婿養子となって蒔岡

の名を継いだ夫の貞之助、幼い娘の悦子の 3人家族である。鶴子と幸子には雪子と妙

子という 2人の未婚の妹がおり、妹たちは本家と分家を行き来している。 

物語の冒頭では、今まで雪子にあった多くの縁談を蒔岡家の誇りから断ってきたた

めに縁談が減ってきており、雪子は 30 歳にして未婚であることが語られる・・・ 

 

スタッフ 

原作：谷崎潤一郎 

監督 ：市川崑 

キャスト 

· 蒔岡鶴子（長女）：岸惠子 

· 蒔岡幸子（次女）：佐久間良子 

· 蒔岡雪子（三女）：吉永小百合 

· 蒔岡妙子（四女）：古手川祐子 

· 辰雄（鶴子の夫）：伊丹十三 

· 貞之助（幸子の夫）：石坂浩二 

· 悦子（幸子の娘）：若林味香 

· 富永の叔母：三宅邦子 

· 音吉：浜村純 

· 野村（雪子の見合い相手）：小坂一也 

· 橋寺（雪子の見合い相手）：細川俊之 

· 東谷（雪子の見合い相手）：江本孟紀 

· 奥畑（妙子の恋人）：桂小米朝 

 


